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１．はじめに 

透水性を有したブロック舗装では，路床と路盤の分離機能や透水性を高めるとともに，急激な浸透により路

床が軟弱化することを防ぐことを目的に，路盤と路床の間にフィルター層が用いられる。フィルター層には良

質な砂が用いられてきたが，砂の採取による環境への影響の観点から，近年ではジオテキスタイルが代用され

ている。ブロック舗装のフィルター層としての耐久性，分離機能については既往研究 1)2)より明らかとなって

いる。しかし，フィルター層としての透水および面内通水特性に関しては，従来より用いられている良質な砂

との比較はされていない。 

そこで本研究では，透水性を有したブロック舗装のフィルター層にジオテキスタイルを用いた場合と良質な

砂を用いた場合の透水および面内通水特性の比較を

目的に小型土槽を用いた試験を行った。また，砂と

ジオテキスタイルに通水した際の支持力特性の把握

も行った。 

２．試験概要 

２．１ 室内透水・通水試験 

本研究では，ジオテキスタイルと良質な砂の透

水・通水特性を比較するために，図－１に示した小

型土槽を用いた供試体を作製して試験を行った。供

試体は，小型土槽上部より，クラッシャラン C-30を最適含水比 wopt=5.78%

になるまで加水調整後，締め固めて作製した。フィルター層には，砂を

50mm になるように敷設した。また，ジオテキスタイルは，既往研究 2)

で耐久性の確認が取れている 3 種類の目付量を有したジオテキスタイル

（不織布）を用いた。試料条件を表－１に示す。 

試験は，供試体上部より定水位となるように水を浸透させ，浸透した

水がポーラスストーン上部にある排水口及び土槽下部の排水口より流れ

でた量（通水量および透水量）を計測した。測定は，通水開始から 3時間

後に開始し，通水・透水ともに一定量集水するまでの時間を測定した。 

２．２ 小型 FWDによる支持力評価 

透水性を有したブロック舗装では，水が浸透して舗装自体の支持力が低

下することが考えられるため，通水前後の供試体の支持力を小型 FWD に

より計測した。試験は，写真－１に示した様に，通水前後の供試体中央部

で計測を行い，計測した荷重とたわみ量から面状変形係数により評価した。 

３．試験結果および考察 

３．１ 透水，通水特性の比較 

図－２は，土槽側部より得られた通水量から得られた通水係数の結果を  
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図－１ 本研究で用いた小型土槽及び供試体 

写真－１ 小型 FWD による 

計測状況 

表－１ 試験に用いた試料 

試料 目付量(g/m
2
)

不織布① 131

不織布② 161

不織布③ 200

砂
 

(単位：mm) 
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示したものである。図より，従来から用いられている目

付量 200g/m2 の不織布や砂は小さい値を示したが，不織

布①，②では前述の 2 試料よりも大きな通水量を示して

いることがわかる。これは，本研究で用いた不織布①，

②の不織布は，不織布の表面を強化している不織布であ

り，強化された表面を伝って通水量が大きくなったと考

えられる。 

図－３は，土槽下部より得られた透水量から得られた

透水係数を示したものである。図より，不織布②，③お

よび砂では大きな差異は見られなかったが，不織布①は

他の条件と比較して大きな値を示した。これは，本

研究で用いた不織布①が最も目付量の薄い不織布で

あることに加え，不織布下部がポーラスストーンで

あることから土槽下部に流水しやすくこのような結

果となったと考えられる。透水性については今後さ

らなる検討が必要である。 

３．２ 小型 FWDによる通水前後の支持力評価 

図－４は，砂と不織布①における小型 FWD より得

られた載荷板直下のたわみと荷重より得られた面状

変形係数を通水前後の比（通水後の面状変形係数／

通水前の面状変形係数）で示したものである。図よ

り，砂では 1.0を下回る結果が得られたが，不織布①

の場合では 1.0 を上回る結果が得られた。これは，通水

させた後に砂の場合はフィルター層である砂に通水した

水が残留しており，通水前より面状変形係数が低下した

ものと考えられる。これに対して不織布①では，通水し

た水が不織布内には残留せず，排水されたことに加え，

クラッシャランが水で締め固められたために支持力が増

加したと考えられる。図示はしていないが，試験終了後

のクラッシャランの含水比を測定したところ，若干では

あるがフィルター層として砂を用いた方が高い値を示す

傾向にあった。 

４．まとめ 

 本研究より得られた知見を以下に示す。 

1) ジオテキスタイルをフィルター層として用いた場合，通水特性に関しては従来の砂より低下することはな

く，不織布の種類によっては上部から透水してきた水が不織布表面を流れることにより排水能力が向上す

ると考えられる。 

2) 小型 FWDの計測結果より，フィルター層に不織布を用いた場合，通水してきた水の残留も見られないこと

から支持力の低下は起こらないと考えられる。 
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図－２ 通水係数による比較 
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図－３ 透水係数による比較 
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図－４ 小型 FWDによる通水前後の 
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